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大正大学人間環境学の構築にむけて  
―あらたなアクションプログラムをー 
 
 大正大学 90周年の時空の中で、ここにきて特に 100周年に向けての大学の将
来について議論が展開されている。巷での「大学淘汰の時代」をいかに乗り越
えるか。他大学と同様に、いやそれ以上の課題・方向性・実践的展開指針等の
検証と合意形成が求められている。そうした中、本学科は「人文科学と社会科
学」の視点から、社会生活・地域生活を取り巻く環境への研究教育が主柱とさ
れよう。特に市民視点からの環境へとこどもへの接近が環境政策とこども文
化・ビジネスへのミッションと位置付けてきた。 
環境政策コースは、環境の保全や地域のまちづくりに関連するさまざまな講
義課目を提供すると同時に、実践的な学びを重点的に進めることのできる場と
してワークショップとフィールドワークを開講する。これらのカリキュラムを
通じて、現実社会の実態を総合的に理解し、また情報を分析し解釈できるスキ
ルを身につけていく。循環型社会形成・環境保全活動・まちづくり社会貢献（国
際貢献も視野に入れる）、環境教育への学究をより積極的に展開したい。そして、
市民視点を持って社会生活を進めることができる「環境人材」となることを企
図して、教室の内外での体験を通じた学習を整備し、少人数制できめの細かい
学生指導を実践してきた。 
 こども文化・ビジネスコースは、こどもをテーマにした教養教育を重視する
とともに、徹底した現場での実践的な学習を進める。具体的には、富裕層をも
視野に入れた「こども・子育て応援」、「こどもビジネス」、「こどもインターナ
ショナル」の３つのテーマを軸に学修を展開した。この背景には、従来から「こ
どもコース」は幼児教育あるいは保育事業を想像されるが、本コースは「福祉
領域からの転換発展」を主課題としたよりアグレッシブな学修を求めあらたな
立ち位置を考究してきた。 
大正大学人間環境学（学科教育）のあらたな構築がもとめられている。特に、
学科開設10年の節目を迎える2018年春にむけて人間環境学科は新しくしたい。
人間環境・自然環境保全・まちづくり（こども文化・ビジネスも含む）・循環型
社会形成などといった幅広い分野の学びを通じて、人と社会と自然が共存・共
生していくための行動力やコミュニケーション力を醸成し、サステイナビリテ
ィに関する問題の解決に資する知識や能力を備えた環境人材を育成したい。環
  
境・観光・まちづくりを中心としたさまざまなキャリアで活躍できるよう、前
に踏み出す力、考え抜く力、チームで働く力などといった人間力を獲得し、21
世紀に活躍する「環境人材」となることをめざしていく。 
その「環境人材の要件」は次なるものであろう。人間環境分野の学びに関す
る幅広い知識と研究方法を身につけている。人間環境分野の学習内容と研究方
法の核心を理解し、現実社会の中で活用できる。「環境」「観光」「まちづくり」
「こどもと家族」といった学問領域を中心に、さまざまな事象を多面的かつ学
際的に思考することができる。「環境」分野及び「こどもと家族」の分野におい
て、生活者としての視点から、問いと意見を創造するとともに、それを論理的
に表現することができる。よりよい社会の形成と発展に寄与していくために、
「環境」分野及び「こどもと家族」分野の学習成果を、主体的かつ実践的に活
かそうとする姿勢を身につけている。人が「社会」や「自然」とよりよく共存
していくための行動力やコミュニケーション能力を身につけようとする姿勢と
ともに、目標達成に向けた協働性を有している。 
特に１・２年次の基礎教育では、持続可能なまちづくり、自然環境保全、環
境教育、こども産業、循環型社会、国際協力、多文化共生などについて、基礎
段階から応用段階に至る幅広い知識を習得するために、基礎講義科目を学ぶ。 
３・４年次には、各分野の専門的な知識・技術を習得するために、応用的な
専門科目から学ぶ。「環境」「まちづくり」「こどもと家族」の分野に関わる文化
やビジネスの実践事例については、その知識と理解を獲得するために、フィー
ルドワーク（現地実習科目）を展開する。すべての講義系科目は、学習意欲、
発想力、行動力、コミュニケーション力を段階的に身につけるために、ワーク
ショップとの連携を基本において展開していきたい。 
常にこうした学修の積み重ねが求められていることを忘れてはならない。 
加えて、社会動向を鑑みサステイナビリティを基軸にあらたなアクションプ
ログラム志向としていきたい。その事が、「大正大学人間環境学の構築」につな
がると信じている。 
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